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特
に
西
高
木
家

日

置
　
弥
　
三
　
郎

…
【
要
約
】
名
古
笑
学
所
蔵
の
旗
本
西
高
木
家
文
書
は
ト
ラ
・
ク
芸
雰
に
余
る
ぼ
う
大
な
量
で
・
い
ま
整
理
中
で
あ
る
・
類
書
嚢
郡
上
石
津
町
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

同
家
に
も
、
な
お
重
要
な
文
書
類
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
綜
厳
然
調
査
は
他
日
の
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
名
大
文
書
の
一
部
を
見
る
機
会
を
え
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

た
の
で
、
酉
栗
家
ξ
い
て
素
描
姦
み
た
の
架
文
で
あ
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
交
代
寄
合
美
濃
衆
と
は
、
竹
中
・
高
木
の
二
氏
を
い
う
。
竹
中
氏
は
豊
臣
秀

吉
の
智
将
竹
中
半
賢
徳
…
重
治
の
子
丹
波
守
重
門
を
初
代
と
し
、
以
来
不
破
郡
岩

狸
村
に
住
し
、
郡
内
の
岩
手
・
関
ケ
原
・
玉
・
山
県
・
藤
下
の
五
力
村
五
千
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
え
て
明
治
に
至
っ
た
。
重
門
は
秀
吉
の
実
説
と
い
う
豊
鑑
の
著
者
で
あ
る
。

高
木
氏
は
石
灘
郡
（
現
養
老
郡
）
多
良
郷
宮
村
に
三
家
に
分
れ
て
居
佐
し
、
本

家
の
西
高
木
家
は
二
、
三
〇
土
石
、
分
家
の
東
・
北
両
高
木
家
は
餐
一
千
石
を

領
し
、
三
家
一
体
と
な
り
水
奉
行
と
し
て
美
濃
代
官
（
の
ち
郡
代
）
と
共
に
美

濃
の
治
水
事
業
に
当
っ
た
。
竹
中
氏
と
共
に
江
戸
幕
府
の
交
代
画
期
に
列
し
て

優
遇
せ
ら
れ
、
江
戸
に
参
勤
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
西
高
木
家
門
先
祖
書
」
に
よ
れ
ば
、
清
和
源
氏
頼
親
五
世
の
孫
儒
光
は
じ
め

て
大
和
高
木
村
に
住
し
て
こ
れ
を
氏
と
し
、
そ
の
後
伊
勢
に
移
り
、
更
に
美
濃

石
津
郡
駒
野
に
居
り
、
こ
こ
に
信
光
十
六
世
の
孫
貞
政
が
生
れ
、
西
高
木
家
の

初
代
と
な
っ
た
と
い
う
。
寅
政
は
斎
藤
道
三
に
客
と
な
り
、
そ
の
滅
亡
後
は
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

田
信
長
に
属
し
、
孫
寅
久
こ
れ
を
つ
い
だ
。
貞
久
は
永
禄
十
年
信
長
に
本
領
安

堵
さ
れ
、
駒
野
を
次
男
頁
利
に
譲
っ
て
今
尾
に
移
っ
た
適
天
正
八
年
駒
野
・
今

尾
の
両
町
の
開
市
が
、
前
々
の
如
く
織
圏
儒
忠
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る
の
で
、

当
時
繁
栄
し
て
い
た
ら
し
い
。
虞
久
は
筒
十
二
年
死
去
し
、
貞
利
が
つ
い
だ
が
、

浅
田
氏
の
旧
恩
を
思
い
、
織
田
信
雄
に
従
っ
て
秀
吉
に
抗
し
、
同
十
四
年
信
雄
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よ
り
伊
勢
桑
名
郡
の
内
七
八
歌
話
四
〇
三
交
の
地
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
弼

十
八
年
信
雄
の
失
灘
に
よ
り
、
貞
利
は
一
族
と
共
に
流
浪
し
て
甲
斐
に
寓
居
し

た
が
、
文
禄
四
年
徳
川
家
康
に
よ
り
江
戸
に
召
繊
さ
れ
、
上
総
に
食
盛
を
与
え

ら
れ
、
慶
長
五
年
関
ケ
漂
に
功
あ
り
、
翌
年
八
月
石
津
郡
多
良
・
時
薩
郷
の
内

一
千
石
加
増
の
上
二
千
石
、
嫡
男
貞
盛
に
三
百
石
を
与
え
ら
れ
て
入
部
し
、
弟

貞
友
と
東
俊
（
実
は
貞
久
の
嫡
男
貞
家
の
男
で
点
久
の
養
子
）
と
に
も
同
所
で

各
五
忍
石
を
加
増
さ
れ
て
一
千
石
を
与
え
ら
れ
、
東
・
北
の
両
高
木
家
の
二
分

象
を
立
て
た
。
翠
黛
が
同
八
年
死
し
、
貞
潔
父
の
遺
影
を
会
し
て
二
、
三
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
．

石
を
領
し
、
こ
こ
に
高
木
三
家
確
立
し
、
代
々
永
く
在
漏
し
て
明
治
に
至
っ
た
。

高
木
氏
の
こ
の
地
就
封
理
由
に
つ
い
て
は
、
順
領
今
尾
に
は
す
で
に
市
橋
長
勝

（
莫
濃
池
田
郡
帯
矯
荘
の
人
、
元
和
二
年
越
後
三
条
藩
主
）
が
あ
っ
た
た
め
と

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
、
ま
た
「
こ
の
地
瞼
霞
多
く
、
山
賊
及
び
耶
蘇
の
徒
患
あ
る
に
よ
り
」
と
す

る
な
ど
判
然
し
な
い
。
い
ま
こ
こ
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
を
証
す
る
も
の
は
な

く
、
四
翻
意
岱
で
囲
ま
れ
、
牧
田
用
こ
町
地
を
貫
流
し
、
八
支
流
之
に
合
す
る

外
界
隔
離
の
別
天
地
、
し
か
も
関
ケ
三
役
直
後
で
も
あ
り
、
不
逞
の
徒
に
そ
な

え
高
木
氏
を
入
部
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
如
く
或
は
す
で
に
水
利
治

水
事
業
と
そ
の
紛
議
調
惇
に
公
平
な
立
場
を
と
ら
し
め
ん
と
す
る
意
図
が
あ
っ

た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
幕
府
は
関
ケ
原
役
に
か
ん
が
み
、
美
濃
を
関
西
へ
の
前
衛
地
と
し
て
重

視
し
、
美
凹
濃
六
五
万
削
石
余
を
幣
穴
領
隅
・
尾
強
㎝
満
緬
門
の
外
、
約
一
〇
躍
掛
と
八
○
余
の

旗
本
領
に
細
分
し
、
こ
こ
に
有
力
な
反
言
勢
力
胎
頭
の
防
氏
政
策
を
と
っ
た
。

一
方
家
康
の
子
義
直
を
尾
張
に
封
じ
て
東
海
道
枢
要
の
地
を
守
ら
し
め
、
木
曾

川
の
左
岸
犬
山
よ
り
河
口
に
至
る
四
八
キ
μ
の
大
堤
防
を
修
築
し
て
庵
張
の
水

害
防
止
、
関
藤
軍
の
侵
入
防
衛
、
不
破
構
造
谷
の
要
地
を
ひ
か
え
た
西
濃
の
圧

追
と
い
う
一
石
三
鳥
政
策
が
と
ら
れ
た
。
西
濃
地
方
は
木
曾
・
長
良
・
揖
斐
の

三
大
川
の
合
流
点
な
る
低
湿
な
平
野
地
帯
、
絶
え
ず
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
。
元

来
治
水
土
本
事
業
は
広
い
地
域
に
わ
た
る
統
一
権
力
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し

こ
の
地
に
対
す
る
幕
府
は
分
割
弱
体
化
政
策
を
と
っ
た
。
従
て
地
方
住
民
は
一

村
又
は
数
村
堤
防
で
臨
つ
た
い
わ
ゆ
る
輪
中
を
作
り
、
各
臼
の
強
い
闇
結
力
で

自
衛
的
一
…
時
に
は
他
を
殺
し
肖
ら
生
き
ん
と
す
る
侵
略
酌
な
特
異
な
排
他
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

共
同
体
を
作
り
上
げ
る
に
至
っ
た
。

　
江
戸
幕
府
の
水
害
復
旧
、
堤
防
修
築
に
構
法
あ
り
、
幕
府
の
費
川
で
施
行
す

る
公
儀
御
普
請
、
関
係
国
住
民
に
国
役
金
を
課
し
て
実
施
す
る
羅
役
御
普
請

（
最
も
多
い
も
の
）
、
諸
大
名
に
施
行
せ
し
め
る
郷
手
飲
掛
普
請
、
領
主
又
は
住

民
の
自
費
実
施
の
自
普
講
（
手
限
普
諮
と
も
）
に
分
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
工
事
は

そ
の
実
施
区
域
を
生
か
す
こ
と
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
輪
中
地
帯
に
と

っ
て
は
擁
ち
に
他
を
殺
す
と
い
う
は
ね
返
り
を
意
味
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
の
治
水
工
事
の
実
施
も
慎
重
を
要
し
、
そ
の
紛
争
も
絶
え
ず
、
ま

た
他
の
地
方
に
は
想
像
も
さ
れ
ぬ
激
烈
さ
で
あ
っ
た
。
西
濃
近
世
史
は
水
論
史

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
つ
き
る
と
も
い
え
る
。
水
利
治
水
の
瞥
理
機
関
と
し
て
、
美
濃
郡
代
の
下
に
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暮
方
役
十
二
名
あ
り
、
国
役
金
の
収
支
、
治
水
工
寮
の
設
計
、
そ
の
他
の
施
工

監
督
、
堤
防
保
護
等
を
任
と
し
、
葛
木
三
家
も
郡
代
と
同
格
に
て
こ
れ
に
参
加

し
た
。
高
木
家
は
僻
遠
の
山
中
に
あ
る
が
、
濃
尾
平
野
に
全
く
所
領
を
有
せ
ず

公
平
な
立
場
を
と
り
え
た
し
、
ま
た
前
述
の
如
く
か
つ
て
こ
の
輪
中
地
帯
の
中

心
駒
野
・
今
尾
地
方
に
、
ま
た
三
大
川
の
河
口
伊
勢
桑
名
郡
に
も
勢
威
を
振
っ

た
土
豪
と
し
て
、
こ
れ
ら
地
方
住
罠
と
深
い
歴
史
的
圏
縁
を
有
し
た
の
と
相
ま

っ
て
最
も
適
任
と
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
彼
ら
の
政
治
権
力
を
絶
対
視
し

て
は
い
け
な
い
。
例
え
ば
天
保
六
年
尾
州
領
安
八
郡
中
村
が
堤
外
臨
堤
に
土
盛

し
た
こ
と
よ
り
、
大
垣
総
領
八
十
九
力
村
が
囲
堤
全
部
の
取
払
を
願
出
て
七
力

年
紛
争
を
続
け
、
そ
の
間
笠
松
（
美
濃
郡
代
）
・
多
良
（
高
木
家
）
両
役
所
は

勿
論
、
幕
府
の
指
揮
を
仰
い
で
も
解
決
せ
ず
、
有
力
村
役
人
の
3
2
入
調
停
が
大

い
に
奏
功
し
た
如
き
築
例
は
多
く
、
い
か
に
こ
の
種
問
題
が
複
雑
微
妙
な
難
事

か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

二

　
高
木
三
家
が
水
利
治
水
に
関
係
し
た
は
じ
め
は
、
寛
永
一
悪
年
立
尾
川
の
か
ん

が
い
用
水
の
分
配
に
つ
き
、
真
桑
方
と
莚
田
方
と
の
相
落
御
用
で
あ
る
。
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
従
来
美
濃
国
堤
川
除
奉
行
は
圃
輸
し
た
家
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
頃
堤
川
除
国
役
普
町
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
元
禄
十
六
年
に
は
濃
州

川
々
の
水
行
障
碍
物
取
払
奉
行
に
西
高
木
の
五
郎
左
衛
門
衛
貞
と
南
条
金
左
衛

門
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
両
人
は
こ
の
取
払
工
事
実
施
の
た
め
、
次
の
如
き
人
員

の
要
求
を
そ
れ
ぞ
れ
出
し
て
い
る
。

　
下
奉
行
五
型
　
一
名
一
月
金
一
両
三
人
扶
持
一
倍

　
下
役
一
〇
名
　
一
名
一
月
金
二
分
二
人
扶
持

　
水
夫
二
〇
名
　
一
名
一
田
銀
八
分
一
人
扶
持

　
そ
の
他
藩
味
噌
野
菜
代
、
道
中
駄
賃
、
宿
泊
賃
銀
等

幕
命
を
受
け
た
高
木
衛
貞
は
、
従
来
す
べ
て
二
分
家
へ
「
申
事
根
動
来
候
問
扁

と
願
繊
で
、
高
木
一
二
家
共
同
勤
務
が
常
例
と
な
っ
た
。
こ
の
御
用
中
の
高
木
家

へ
の
扶
持
米
は
、
酉
高
木
家
（
本
家
）
は
三
七
人
扶
持
一
倍
、
東
・
北
両
高
木

家
は
各
二
四
人
扶
持
一
借
で
、
之
が
前
例
と
な
り
、
そ
の
後
代
々
国
役
普
請
御

用
の
場
合
も
之
に
準
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
取
払
事
業
は
宝
永
二
年
完
了
し
、
そ
の

機
会
に
之
が
永
続
的
に
制
度
化
さ
れ
、
高
木
三
家
は
一
年
交
代
で
家
来
』
一
名

（
川
瀬
役
と
い
う
）
を
以
て
、
年
間
凡
そ
三
回
、
前
述
の
戸
々
取
払
い
跡
、
勢

州
桑
名
川
通
、
尾
州
熱
田
川
通
ま
で
巡
検
し
、
諸
川
新
規
堤
川
除
、
猿
尾
葭
萱

植
出
等
を
禁
止
し
た
。
之
が
い
わ
ゆ
る
美
濃
水
秦
行
で
、
先
の
国
役
普
請
奉
行

と
共
に
、
高
木
三
家
の
こ
の
方
面
に
お
け
る
地
位
の
確
立
と
な
っ
た
。
高
木
家

水
奉
行
の
下
に
あ
っ
た
川
通
宝
は
、
美
濃
郡
代
下
の
堤
方
役
に
匹
敵
し
、
家
老

格
に
次
ぐ
用
人
の
職
と
さ
れ
（
晦
に
家
老
絡
）
、
　
そ
の
役
高
凡
そ
一
〇
石
四
人

扶
持
で
あ
る
。
川
通
巡
検
に
当
っ
て
は
誓
紙
を
出
し
、
そ
の
人
馬
薩
船
泊
り
宿

水
帯
鋸
賃
銀
等
は
、
娼
通
御
料
私
領
漸
々
営
姓
役
に
て
負
担
の
規
定
で
あ
っ
た
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が
、
そ
の
割
合
決
定
権
は
高
木
家
に
は
な
く
郡
代
に
あ
り
、
そ
こ
に
両
者
の
政

治
的
性
格
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
立
方
役
は
十
二
家
の
半
ば
世
襲
で
、
寛
永
年

闇
召
抱
え
ら
れ
た
に
は
じ
ま
り
、
役
高
は
三
〇
俵
四
人
扶
持
で
、
高
木
家
の
面

通
役
と
大
差
な
く
、
は
じ
め
各
在
所
に
住
み
、
次
第
に
職
務
繁
忙
と
共
に
郡
代

陣
屋
内
に
居
住
し
た
。
治
水
紛
議
解
決
の
困
難
は
、
か
よ
う
な
世
襲
役
人
を
適

任
と
し
た
で
あ
ろ
う
。
新
規
普
請
の
出
願
処
理
、
そ
れ
に
よ
る
被
害
地
域
の
訴

訟
の
調
停
裁
決
に
は
三
段
階
あ
っ
た
。
堤
方
役
と
川
通
役
と
の
現
場
立
会
吟
味

に
も
と
づ
き
、
・
郡
代
と
高
木
家
と
合
議
決
裁
し
、
之
に
不
服
の
時
は
、
郡
代
と

高
木
象
直
接
現
場
立
会
吟
味
の
上
合
議
決
裁
し
、
な
お
も
不
服
の
隣
は
、
関
係

両
者
、
天
領
は
代
官
手
代
、
私
領
は
役
人
を
多
良
又
は
笠
松
役
所
へ
召
致
し
、

吟
味
決
裁
を
し
た
。
最
悪
の
場
合
は
幕
府
の
裁
断
を
仰
ぐ
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

　
天
保
六
年
「
村
々
よ
り
川
通
水
行
幽
入
眼
付
露
出
訴
親
節
時
賞
二
嵜
領
主
地

頭
家
来
呼
茶
宇
得
手
承
り
又
弱
村
鑑
江
利
解
混
等
申
談
取
計
喉
も
有
之
候
」
と

の
従
来
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
、
堤
課
役
が
疑
閾
を
も
ち
、
　
「
川
通
規
短
桐
崩

御
威
光
旧
事
網
季
候
」
と
い
い
、
郡
代
は
「
堤
方
役
之
考
国
取
計
向
都
而
不
案

内
勢
心
得
違
中
国
候
哉
二
相
聞
え
候
」
と
し
て
、
高
木
家
に
意
見
を
求
め
た
の

に
対
し
、
郡
代
に
同
意
し
な
が
ら
も
、
門
甲
羅
落
着
方
及
遅
滞
候
」
と
付
言
し

て
い
る
。
こ
の
三
者
三
様
の
意
見
に
、
函
難
な
水
場
地
帯
の
紛
議
処
理
に
当
っ

て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
永
い
歴
史
的
経
験
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
世
襲
的
現
場
役

人
た
る
堤
方
役
の
い
う
「
規
矩
」
尊
重
は
、
防
水
施
設
の
新
築
造
特
に
異
例
の

新
規
普
請
の
禁
止
を
意
味
し
、
そ
れ
は
封
建
鮭
会
の
一
特
色
と
さ
れ
る
「
新
地

停
止
扁
の
如
き
形
式
論
で
は
な
く
、
こ
の
水
場
農
民
の
血
を
以
て
の
隅
常
闘
争

の
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
そ
の
解
決
に
現
場
で
当
る
堤
倉
役
と
し
て

は
、
時
に
門
御
威
光
」
　
（
お
上
の
）
の
必
要
を
痛
感
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
高

木
家
は
後
述
の
如
く
多
大
の
失
費
で
出
張
す
る
立
場
と
し
て
、
解
決
「
遅
滞
」

の
失
費
増
加
を
恐
れ
る
経
験
か
ら
の
発
言
で
あ
る
。
之
ら
に
対
し
、
こ
の
地
の

最
高
責
任
煮
た
る
郡
代
の
そ
れ
は
、
一
見
鹸
も
理
を
つ
く
し
な
が
ら
、
僅
か
数

年
交
代
の
郡
代
の
輪
中
認
識
の
浅
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
高
木
家
の
年
々
川
通
巡
検
は
、
支
流
の
末
に
ま
で
よ
く
行
わ
れ
た
が
、
寛
保

以
後
い
っ
か
ら
か
、
川
通
役
単
独
巡
検
が
、
堤
方
役
と
の
春
秋
二
瀬
の
立
会
見

分
と
な
り
、
之
を
大
川
廻
り
と
称
し
た
。
つ
い
で
明
和
三
年
、
木
曾
州
は
笠
松

村
、
長
良
川
は
河
離
村
、
伊
尾
川
は
西
結
村
を
そ
れ
ぞ
れ
北
限
と
し
て
河
口
ま

で
は
、
堤
方
役
・
州
通
役
の
立
会
見
分
と
し
、
そ
れ
よ
り
上
流
と
支
流
と
は
郡

代
手
親
り
と
さ
れ
た
。
か
よ
う
な
高
木
家
の
権
限
漸
減
の
理
由
は
不
明
だ
が
、

第
一
表
の
如
く
、
国
役
普
請
見
廻
御
用
の
増
加
に
よ
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し

か
し
百
年
後
の
文
久
二
年
西
高
木
家
よ
り
「
先
年
之
通
美
濃
国
申
之
損
筋
奉
行

被
仰
付
軍
門
懸
盤
様
」
と
権
限
縮
小
前
へ
の
復
活
歎
願
が
出
て
い
る
の
で
、
同

家
に
と
り
こ
の
規
通
巡
検
が
重
大
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
歎
願
に

つ
ぎ
北
高
木
家
は
漏
調
し
た
が
、
東
高
木
家
は
、
幕
命
な
ら
ば
致
し
方
な
し
、

自
ら
歎
．
瀬
な
ど
は
「
時
節
柄
物
入
之
儀
且
高
年
之
故
」
と
し
て
何
と
し
て
も
加
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（1）西高木家歴代関係事業衷

．
山
論
・
見
分
、

村
川
原
境
論
見
分

堤
川
除
繊
入
見
分

井
水
論
見
分

手
伝
瞥
請
見
廻

魍
役
普
請
発
廻

歴 ft　　量台　　’1量　　年　　fk

1
　
　
1

　
1
　
　
2

　
1
　
　
1
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1
　
　
1
　
　
5

り
0
　
2

5
5
4
　
　
6
1
9
2
0

1

4　『z兵衛尉貞盛

5　権右衛門貞勝

6新兵衛貞鋼
7　五郎呉衛衛貞

8負1参理貞類蓑

9斬兵衛篤貞
10　修理貞蔵
11　修理経貞
12．弾正貞広

（～寛永6）

（～寛文11）

（～元禄10）

（～享保13）

（～享保16）

（～明和3）

（～文化9）

（～文久1）

（～明治2）

4［　31　260 51　7計
合
．

わ
ら
ず
、
珍
し
く
三
家
の
歩
調
が
乱
れ
た
。
之
に
よ
り
こ
の
川
通
巡
検
が
「
物

入
」
多
い
こ
と
な
が
ら
、
高
木
家
本
家
に
と
っ
て
は
颪
子
の
上
よ
り
そ
の
復
活

歎
願
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
封
建
赴
会
に
お
け
る
役
職
の
本
質
が
う
か
が
わ
れ

る
。　

以
上
は
高
木
家
の
例
年
所
定
の
任
務
だ
が
、
別
に
前
述
の
乱
川
除
闇
黒
普
請

奉
行
と
し
て
臨
時
御
用
と
各
種
争
論
裁
決
が
あ
り
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
表
示

す
れ
ば
上
の
如
く
で
あ
る
．
こ
の
う
ち
最
大
事
業
は
、
有
名
な
宝
暦
四
・
五
年

の
薩
摩
藩
の
御
手
伝
普
請
に
お
け
る
場
所
付
御
用
掛
を
郡
代
と
共
に
命
ぜ
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
の
蕩
木
三
家
の
扶
持
米
は
、
前
述
の
元
禄
十
六
年
の

規
定
額
「
分
限
扶
持
一
倍
増
」
を
求
め
た
が
、
「
五
割
増
扁
と
半
減
さ
れ
、
之

が
幕
末
ま
で
の
定
額
と
さ
れ
、
同
家
の
貧
弱
な
財
政
に
打
雛
を
与
え
る
に
至
っ

た
。
下
奉
行
は
願
の
如
く
三
家
三
二
名
、
但
し
扶
持
は
一
名
に
一
月
金
一
両
三

入
扶
持
五
割
増
に
減
額
さ
れ
、
、
循
代
金
は
二
分
、
竿
取
∴
履
小
者
各
一
名
と
さ

れ
た
。
こ
の
事
業
に
つ
き
江
戸
往
返
駄
賃
雑
矯
支
給
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
時
の
出
張
巳
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
日
数
は
エ
事
の
大
小
難
易
に
よ

り
相
違
あ
る
は
勿
論
で
、
安
永
七
年
の
御
手
伝
普
請
兇
廻
に
は
、
西
高
木
十
七

臼
、
東
高
木
十
三
日
、
北
高
木
十
二
日
で
あ
り
、
天
保
十
照
年
の
国
役
普
譜
見

廻
に
は
、
三
家
と
も
前
後
六
田
で
あ
る
。
之
ら
扶
持
米
は
す
べ
て
美
濃
郡
代
よ

り
支
給
さ
れ
、
そ
の
支
給
額
は
一
見
多
額
の
よ
う
で
も
、
そ
の
供
人
数
多
く
、

高
木
家
と
し
て
は
大
き
な
失
費
と
な
っ
た
。
西
高
木
家
の
享
保
四
年
の
堤
見
分

御
胴
に
は
、
三
日
間
、
士
分
五
、
足
軽
中
富
一
七
、
駕
籠
の
噺
四
、
合
計
三
三

　
　
　
　
⑩

名
を
従
え
た
。
ま
た
天
保
十
一
年
の
国
役
普
請
見
廻
御
用
に
は
、
七
日
聞
、
御

臣
民
一
、
濁
見
習
一
、
近
習
二
、
申
小
姓
二
、
徒
土
二
、
足
軽
中
間
一
九
、
合

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

計
二
八
名
と
な
っ
て
お
り
、
大
体
三
〇
名
前
後
で
あ
っ
た
。
第
一
表
の
如
く
、

見
廻
御
用
の
激
増
し
た
十
代
、
十
一
代
の
縛
に
は
、
た
め
に
財
政
園
難
そ
の
極

に
達
し
た
こ
と
後
述
の
如
く
で
あ
る
。
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交代寄合美濃搬について　（田瞭）

三、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
西
高
木
家
の
悪
臣
団
の
成
立
富
商
は
不
明
で
あ
る
。
残
存
の
「
御
下
中
分
限

録
」
の
最
古
は
明
和
六
七
年
頃
の
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
家
臣
構
威
は
第
二
表

の
如
く
で
、
領
主
の
借
上
は
明
和
五
年
よ
り
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
限

録
は
ほ
か
に
弘
化
二
隼
：
文
久
二
年
の
み
で
、
　
「
御
家
中
士
帳
詳
役
付
」
が
天

明
五
年
よ
り
天
保
十
四
年
ま
で
一
九
冊
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
家
中
士
の
出

入
の
多
い
の
が
羅
立
つ
。
士
分
の
数
は
明
和
年
間
大
体
一
五
名
、
安
永
・
寛
政

明和5年（2）　家中役高扶持米表

一人当額面1同上の内儲上額
　　　ト　　　　　　ミ
役　高1扶持米i役
　　　l　　　　　　　　　i

高i扶嗣扶持牽1

石
　　　　E

1．s　1
・．8（県

人
　
数

役名

家老1
家老梅、

lll人1

近　習．

1

1

4

3

徒士　6

足　軽　　1

中　間　11

石
15

13

10　（2）1

9

8

6．5

6　（2）

4．ro　（2）

4　（4）

3．2

計28．6

3．6

3．6

3．6　（4）

1．8　（3）　ii

鞠綴　
　　　1　1．0　（4）

1．s　1　o．s

　　　I　s．6

石9
S
tl．5（5．4
1
1
1
2
2．6

倉計27巨4α3「39．6 55．5

石

1．8

1．8

9．0

実際支給額役高84．8箱扶持米30．6石含計1！5．4石

　
　
年
聞
に
は
第
一
袈
の
如
く
圏
役
普
請
見
廻
御
用
が
急
増
し
、
中
小
姓
の
薪
設
、

　
　
徒
士
の
増
員
あ
り
、
二
三
～
四
名
と
な
っ
て
文
政
年
間
に
至
る
ま
で
変
動
が
な

　
　
い
の
に
、
そ
の
闘
「
漸
焼
召
抱
」
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
旧
人
の
罷
免
が
あ
り
、

　
　
し
か
も
そ
の
新
人
が
数
年
に
し
て
姿
を
消
し
、
ま
た
旧
人
の
復
帰
も
多
い
。
そ

　
　
の
著
し
い
例
は
、
文
化
十
四
年
の
年
寄
・
用
人
・
給
人
・
中
小
姓
・
徒
士
格

　
　
（
二
名
）
・
坊
主
格
の
山
名
に
及
ぶ
新
入
召
抱
で
あ
る
。
年
寄
は
家
老
の
上
席
で
、

　
　
時
に
お
か
れ
、
こ
の
時
小
鹿
佐
兵
衛
が
任
ぜ
ら
れ
、
用
人
に
川
治
伝
之
右
衛
門

　
　
が
新
任
さ
れ
た
が
、
何
れ
も
早
く
文
政
二
年
に
は
姿
が
な
い
。
こ
の
前
後
の
事

　
　
　
情
は
不
明
、
歴
代
随
一
の
手
腕
家
十
一
代
修
理
の
改
革
で
も
あ
り
、
大
い
に

　
　
　
期
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
失
敗
が
更
に
文
政
八
年
の

　
禽
　
大
改
革
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
次
の
如
く
役
名
と
役
頭
が
決
定
さ
れ
、

囑
そ
の
霧
内
容
も
規
定
さ
れ
、
倹
約
の
励
禦
禦
さ
れ
た
．

　
名
　
1
　
　
家
老
一
家
丁
丁
－
中
老
－
大
臼
付

　
数
数
者
　
　
江
戸
留
守
濫
i
用
人
i
側
用
人

考
当
当
該
　
　
側
用
人
同
格
…
奥
用
人
－
勝
手
用
入

該
は
は
の
　
　
給
人
－
目
付
一
近
習
頭
i
近
二

字
も
数
い
　

納
戸
役
－
医
師
…
子
供
付
一
｛
尚
役

の
な
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代
官
頭
取
一
中
小
姓
－
同
格
一
台
直
方
元
〆

　
晴
令
院
方
侍
i
代
官
i
同
冤
習
…
台
所
方

　
中
間
頭
一
坊
主
格
i
山
廻
り
役
i
足
軽

　
中
間
組
頭
i
草
履
取
－
中
間

こ
の
複
雑
な
機
構
成
立
と
同
時
に
、
大
弓
付
伊
東
幾
右
衛
門
・
側
用
人
大
嶽
半

之
章
章
十
二
名
が
、
郷
村
生
活
を
す
て
て
、
主
家
の
隣
接
地
即
ち
「
馬
家
構
之

明
地
井
裏
門
先
大
藪
跡
」
へ
五
年
計
画
で
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
「
村
方
江
入
交
罷
在
華
華
ハ
領
分
中
之
中
止
之
筋
等
不
行
煽
」
　
「
子
と
も

成
立
方
不
行
官
賊
押
移
」
「
差
懸
り
候
急
用
等
有
之
聖
節
も
不
模
通
り
差
支
候
」

と
い
う
に
あ
る
。
移
転
料
は
財
政
困
難
の
折
、
不
十
分
な
が
ら
と
し
て
馬
家
事

の
薪
…
金
三
両
と
三
〇
年
賦
の
五
両
、
大
藪
跡
の
藩
i
金
一
両
二
分
と
二
〇
年

賦
の
四
両
が
支
給
さ
れ
、
時
節
柄
家
作
質
素
を
旨
と
す
べ
き
も
、
自
ら
の
財
力

に
よ
る
べ
し
と
さ
れ
、
た
だ
草
萱
葺
屋
根
は
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
宅
地
は
、
大

藪
跡
は
一
戸
一
八
○
坪
、
他
は
未
定
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
柴
薪
山
は
、
従

来
農
罠
と
の
入
会
で
・
あ
っ
た
が
、
林
山
の
う
ち
見
立
て
て
掟
山
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
寛
政
年
間
、
尾
張
藩
士
の
美
濃
に
お
け
る
角
革
領
内
の
視
察
記
録
た
る
「
濃

州
絢
行
記
」
に

　
高
木
・
三
家
の
館
は
禰
宜
村
と
宮
村
（
○
何
れ
も
多
良
郷
）
の
問
に
あ
り
、
餓

　
を
山
の
峰
に
構
へ
候
よ
り
み
あ
げ
殆
ん
ど
城
郭
に
彷
彿
た
り
、
家
中
麗
敷
も

　
つ
づ
い
て
あ
り
、
是
は
い
つ
れ
も
家
造
り
質
素
な
り
、
皆
農
事
を
も
す
る
よ

　
し

と
あ
る
の
で
、
家
中
士
の
移
転
は
す
で
に
寛
政
以
前
か
ら
で
あ
っ
た
か
、
こ
こ

に
見
る
も
の
は
最
初
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
か
判
然
し
な
い
。
之
よ
り
先
安
永
七

年
家
中
の
三
輪
代
右
衛
門
が
、
忠
勤
を
は
げ
み
、
金
園
両
上
納
の
賞
と
し
て
、

主
家
付
近
の
禰
宜
村
で
一
石
五
斗
の
土
地
と
、
三
分
一
山
と
称
す
る
山
林
を
与

　
　
　
　
　
・
⑱

え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
「
絢
行
記
」
に
あ
る
家
中
屋
敷
に
住
み
、
農
事
を
営

ん
で
い
た
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
家
中
屋
敷
に
住
む
者
で
も
、
寛
政
年
間
ま
だ
兵

農
分
離
せ
ず
、
よ
う
や
く
文
政
八
年
に
至
り
、
多
数
の
家
中
屋
敷
へ
の
移
転
が

行
わ
れ
、
そ
れ
が
本
格
化
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
同
心
に
、
従
来
家

中
士
の
序
列
が
あ
い
ま
い
で
、
し
か
も
新
考
人
の
繊
入
り
が
多
か
っ
た
の
を
改

め
て
、
各
人
そ
の
家
役
ほ
ぼ
世
襲
と
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
身
分
が
固
定
し
、
こ
こ

に
西
高
木
家
の
家
臣
団
の
構
成
が
よ
う
や
く
確
立
さ
れ
た
。
文
政
末
年
よ
り
治
、

水
関
係
事
務
多
忙
を
き
わ
め
、
天
保
年
間
主
と
し
て
徒
士
増
員
（
の
ち
多
く
近

習
に
昇
格
）
が
行
わ
れ
、
嘉
永
五
年
に
は
舞
三
表
の
如
き
大
世
帯
と
な
っ
た
。

先
の
第
二
表
に
比
し
、
足
軽
・
中
間
に
は
変
化
な
く
、
士
分
は
倍
加
し
、
そ
れ

だ
け
給
米
も
増
加
し
、
財
政
を
大
い
に
圧
迫
す
る
に
至
っ
た
。
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交代寄合美濃衆について（臼置）

嘉永5年3月（3）　家　 申　 そ隻　高　 表

袴　料
上の内

上分
三夏業i羅

同上の内借上分一人当役高

金米金米

人
　
数

役　名

　　疋
100（4）

　　疋
100

2朱
　　　疋
100（2）
（2朱（41朱）

轟i
3・6　i

　　　ト
3．6　1

3．6（3）i
石
O．8（2）

α8

^
爲
爲
届
　
／

　
　
　
一

　3．6

（d）　5．4

　3．6

　3．6（2）

　1．8（4）

（ロ）3．6

　3．6（2）

髪（2）｝弩（2）

　　2．7（8）1（＊）　O．9（8）

計6。75

訓・12．15

／

　山分
1．2（1）（1．3（3）
／

1．1（2）

O．2（2）

石
7

（至言）i

5．3

4．2（2）

3．4

3．6

3．0（2）

（欠役）

1（d）i／／Fo’‘fiV6）L

をう3。3（4）

（ロ）5．0

　　2ユ（2）

2．6（2．4
2．0

1．2（2）1

　　　　　ヒ　　　　　　1
　　　　　1｛．　1．0（8）1

1

1

1

3

2

石
15

13

12

11

9（2）

　8

1

7

8

7（2）

2
12
1
i1

2

6（2）

5

109．8 17．510．148．740．1

8　1i　4（8）

4　計5．4
・i計8．2

401　161．6

家老
家老格

中老
用人

人
　
　
付
習

給
　
　
闘
近

医師
御側中
小姓

中小姓

小姓
徒士
足軽
中押

食計

実際支給額　役高79。9石　給金（袴料共）　30両　扶持米81．5石

（　）内の数字は該当口数　　（　）のないものは該当者1名の場合

（イ）（ロ）江戸屋敷詰の潜　　　㊥　白銀5枚を受く，之を金きこ換算したもの

㊥　この内に不勤日引としてなお2石ずつ引かれている春3名ある

㈲　この内にも不当日引1．8石の春1名ある

←）袴料を含む

　足軽が中聞に比し役高等の少いのは，1月10日又は15日勤だからである

家
は
赤
坂
門
外
に
拝
領
屋
敷
を

え
た
が
、
明
暦
三
年
有
名
な
江

戸
火
火
に
類
焼
し
、
幕
府
よ
り

見
舞
復
興
金
二
百
両
を
え
た
が

そ
の
地
火
除
地
と
な
り
、
替
地

を
受
け
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
麹

町
光
山
王
の
東
高
木
家
江
戸
屡

敷
に
阿
居
し
つ
づ
け
た
。
両
　
尚

木
耳
参
勤
在
府
の
時
は
不
便
を

感
じ
つ
つ
も
、
よ
う
や
く
文
政

八
年
愛
宕
下
青
松
専
前
袋
小
路

小
普
請
組
山
岡
佐
次
右
衛
門
の

二
五
〇
坪
の
土
地
と
建
物
と
を

借
り
た
が
、
御
成
道
に
．
当
り
何

か
と
入
川
か
さ
む
と
て
、
天
保

六
年
之
を
返
し
、
武
蔵
豊
島
郡

西
大
久
保
村
蕎
幸
五
郎
丘
ハ
衛
よ

り
土
地
二
八
○
坪
、
建
坪
二
九

　
第
三
表
に
見
え
る
江
戸
屡
敷
は
、
酉
高
木
町
参
勤
交
代
の
た
め
の
も
の
で
あ
　
　
　
坪
の
住
家
（
九
卿
二
五
畳
敷
）
、
八
坪
の
門
長
羅
を
借
り
た
。
之
も
同
十
一
二
年
返

る
。
参
勤
交
代
は
寛
文
八
年
よ
り
高
木
三
塚
隔
年
交
代
勤
務
と
な
り
、
西
高
木
　
　
　
し
、
近
く
の
黒
髪
原
町
三
丁
9
の
水
野
長
之
助
の
抱
量
敷
地
四
三
一
坪
の
土
地
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と
二
四
坪
の
往
康
と
を
金
五
関
爾
で
譲
受
け
、
大
．
修
理
と
増
築
と
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
抱
屋
敷
地
で
は
修
繕
毎
に
薪
地
奉
行
の
見
分
を
要
し
、
何
か
と
不

便
あ
り
と
し
、
遂
に
安
政
元
年
、
実
に
類
焼
二
二
喜
年
振
り
で
屋
敷
拝
領
の
願

君
を
出
す
に
至
っ
た
が
、
余
り
に
も
長
い
空
白
期
闘
あ
り
、
た
め
に
多
く
の
金

品
と
日
時
と
を
費
し
、
よ
う
や
く
同
一
一
一
年
本
所
四
ツ
橋
通
竹
本
図
書
頭
永
預
地

内
に
三
蕎
坪
を
え
、
ま
ず
長
騰
一
棟
を
建
て
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
が
、
そ
の
建
設
資
金
と
し
て
文
久
三
年
に
領
内
時
郷
で
講
を
結
ば
せ
、
金
五

〇
両
を
調
達
し
て
い
る
有
様
で
、
そ
の
建
設
は
容
易
で
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
し
柔
く
も
一
兀
治
二
年
に
は
多
く
の
建
物
を
売
却
し
て
い
る
。
こ
の
江
戸
屋
敷

の
留
守
居
は
主
と
し
て
給
人
一
名
（
時
に
は
近
習
一
名
の
留
守
居
見
習
共
）
が

当
り
、
足
軽
又
は
仲
里
二
名
、
門
番
一
名
を
お
い
た
。
参
勤
交
代
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
江
戸
屋
敷
さ
え
が
、
瞬
家
に
と
り
厄
介
な
ま
た
財
政
上
大
き
な
負
担

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

四

　
西
高
木
家
の
知
行
高
は
、
多
艮
郷
九
村
、
南
郷
七
村
の
内
二
、
三
〇
四
石
二

八
三
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
毛
付
高
は
、
す
で
に
元
和
初
年
知
行
高
の
二
劉
屯
下

　
⑱
廻
り
、
数
度
の
牧
田
頬
氾
濫
で
用
成
書
崩
な
ど
で
、
第
四
表
の
如
く
減
少
し
て

い
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
物
成
額
は
第
五
表
の
珈
く
減
少
が
ひ
ど
い
。
元
来
こ
の

地
方
は
「
山
中
二
衝
地
味
悪
ク
作
物
実
乗
不
田
奈
而
狢
鹿
野
杯
作
物
を
荒
」
す

（4）毛付轟変遷表（5）　物成額変遷三

毛　付　高

　　　　石

1，829．301

2，050．662

1，831．907

1，743．984

ユ，857．206

1，727．012

代年

所iFll　3（1617）

　”　9　（1623）

：霞三f呆　　2　（1645）

明暦　　1　（1655）

望再三　12　（1800）

天保12（1841）

天保！2年は過去5年開の平均

物　成　額

　　石

902．025

688．677

617．507

734．996

代年

正保

寛政

天保

慶応

　2

1i

12

　4

（1645）

（1799）

（1841）

（1868）

この物成額には口米，夫米，山年
貢（以上三漸含計天保12年約50石）
を含まない，．正保2年以外は，そ
の年に至る過去5年闘の平均額

き
な
重
圧
を
加
え
た
の
は
参
勤
交
代
費
で
、
第
六
表
の
葡
く
で
あ
る
。

年
一
八
五
爾
の
内
一
一
七
両
が
在
府
中
の
詣
入
用
で
、

諸
所
へ
の
贈
答
で
あ
る
。
金
支
出
額
が
漸
減
し
、
特
に
贈
答
が
著
し
く
減
少
し
、

上
に
差
寄
以
来
数
度
の
洪
水
に

て
、
生
産
力
の
発
炭
は
さ
ら
に

晃
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
西
高
木
家
財
政
の
一
応
の
基

準
は
、
収
納
高
正
米
七
百
石
と

小
物
成
十
一
品
（
見
撲
約
金
甲

　
⑲
○
両
）
と
に
お
か
れ
た
。
之
に

嘉
し
年
間
飯
米
五
〇
石
、
家
中

出
米
一
六
〇
石
等
を
主
と
す
る

「
年
中
諸
入
用
扁
三
否
署
と
、

領
主
家
自
体
の
経
常
費
「
年
中

御
暮
方
」
金
一
八
○
両
と
を
予

定
し
、
残
金
二
五
〇
両
を
以
て

隔
年
の
参
勤
交
代
、
随
降
の
普

請
見
廻
御
用
等
の
重
要
な
臨
時

費
に
あ
て
る
と
の
立
前
が
と
ら

れ
た
。
こ
の
貧
弱
な
財
政
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
明
和
三

　
　
　
ま
た
そ
の
内
弱
二
両
が
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交代寄齋美濃衆について（田醗）

（6）　参勤支と慧三鼎

年代i支出領
　　　　1　．nfiljg

搬1ほll
文化　9　　182
ノノ　　｝1　・　　1ユ5

　　　　1

道
中
費
が
却
て
倍
額
に
な
る
。
参
勤
交
代
が

時
勢
の
変
化
と
共
に
形
式
化
し
て
い
く
こ
と

が
見
ら
れ
る
。
文
化
十
五
年
の
贈
出
品
を
見

る
と
、
本
丸
・
西
丸
へ
篠
各
一
斗
（
六
升
詰
）

を
は
じ
め
、
実
に
八
六
名
と
い
う
多
轟
力
颪
へ

贈
り
、
そ
の
品
冒
も
一
八
に
も
上
り
、
撫
二
斗
四
升
、
紙
六
三
〇
粘
、
小
刀
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

二
一
、
庖
丁
二
闘
、
鋏
一
九
等
美
濃
羅
特
産
品
が
多
く
、
将
軍
等
へ
の
植
、
尾

　
　
　
　
　
　
　
⑱

張
藩
主
へ
の
梅
の
下
風
は
特
に
領
内
の
名
産
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
隔
年
と
さ

れ
る
参
勤
交
代
も
、
前
述
の
川
普
請
見
廻
御
用
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
雪
田
免

除
さ
れ
る
規
定
あ
り
、
財
政
の
破
綻
も
禽
ら
緩
和
し
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　
次
に
家
中
繊
細
は
、
す
で
に
延
享
二
年
二
〇
五
贋
と
な
り
、
遂
に
第
二
表
の

如
く
、
明
和
五
年
よ
り
領
主
の
僧
上
を
余
儀
な
く
し
た
。
こ
の
前
年
正
月
に
は

「
郷
台
所
御
定
目
」
が
作
ら
れ
、
一
二
度
の
食
繕
よ
り
来
客
の
接
待
、
役
人
執
務

中
の
食
事
等
二
九
条
に
わ
た
り
、
　
「
中
問
地
廻
り
灯
燈
持
帰
り
次
第
と
も
し
か

け
（
○
ろ
う
そ
く
）
差
出
穫
串
候
」
と
ま
で
緊
縮
倹
約
が
規
定
さ
れ
た
。
し
か

し
前
述
の
如
き
人
員
増
と
給
与
の
自
然
加
増
で
、
家
中
轟
米
は
第
七
表
の
如
く
、

文
久
二
年
に
は
米
の
み
で
借
上
前
を
上
廻
り
、
更
に
江
…
戸
屋
敷
詰
給
金
等
の
金

闘
○
両
の
支
宮
も
加
わ
っ
た
。
ま
た
領
主
家
の
経
常
嚢
・
臨
蒔
費
の
総
支
出
額

は
第
八
表
の
糠
く
で
、
特
に
天
保
年
闘
以
降
の
激
増
は
、
天
像
三
年
単
三
焼
失

し
、
　
「
御
盛
諸
島
其
外
御
物
入
多
グ
殊
一
一
以
来
と
ハ
御
隠
鏑
も
広
ク
御
立
派
二

（7）　家中実支給額累年表

士　分　外 合

　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

轍米’ �l釧米険
34

24

24

，覆2凸62副癌
so．31　is．31　sJr　l　i7g．2！　4s．3

s6．o　l　lzo　l　s3　1・　2！0．tl　1・　40．o

分士

人数｝米｛金
年　代

rt　1

・？I

OI

34

24

12護112ま
1
鴛
：
／

30．OI　24

23．01　24

弘化2

嘉永5

文久2

28

31

29

土分外人数には女中がそれぞれ／3，9，8が入っている

よ
り
文
久
二
年
ま
で
二
五
年
間
の
「
僑
用
金
証
文
控
帳
」

無
の
三
頃
年
を
除
き
、
天
保
十
年
の
七
〇
六
両
、
安
政
閥
年
の
七
三
五
阿
を
最

大
と
し
、
奮
計
西
、
四
七
一
一
両
、
口
数
に
し
て
ご
一
八
に
及
び
、
平
均
年
闘
約

候
得
は
御
物
入
は
乍
恐
御
尤
至
極
ユ
郷

座
候
」
　
（
明
治
二
年
百
姓
歎
願
鴬
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
事
清
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
収

納
米
七
百
石
と
の
基
準
は
第
五
表
の
如

く
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
る
。
財
政
の

破
綻
は
深
刻
化
し
、
僧
用
金
が
問
題
と

な
っ
て
く
る
。

　
財
政
破
綻
の
は
じ
め
と
思
わ
れ
る
天

保
二
年
の
「
借
財
仕
訳
帳
」
に
よ
れ
ば
、

借
入
元
金
二
、
一
三
一
両
、
そ
の
返
済

が
元
金
二
二
七
両
、
利
幅
二
四
六
両
で

あ
り
、
し
か
も
そ
の
年
の
領
主
家
の
経

常
費
は
一
八
○
両
に
す
ぎ
ぬ
と
炉
う
不

均
衡
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
じ
り

貧
の
形
で
こ
こ
ま
で
追
込
ま
れ
て
き
た

わ
け
で
、
翌
年
の
同
家
焼
失
で
い
よ
い

よ
破
局
へ
向
う
の
で
あ
る
。
天
保
八
年

　
　
　
　
　
　
に
よ
れ
ば
、
欝
入
魂
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（8）　支出額累年表

支出額年代

鵬
謝
猫
謝
娚
謝
腸
㎜
㎜
鵬
棚
1，375

1，9王6

享保11

元文　1

延享　2

宝暦　1

明和　3

安永　5

天明　6

寛政　8

文化　3

tt　13

天保　2

文久　4

慶応　3

つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
い
ま
之
に
つ
づ
く
交
久
三
年
の

訳
帳
」
を
分
析
し
て
そ
の
実
態
を
と
ら
え
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
表
示
す
れ
ば

第
九
表
と
な
る
。
借
用
金
合
計
四
、
一
九
六
両
で
、
過
去
二
五
年
間
の
合
計
と

ほ
ぼ
等
し
く
、
そ
の
間
返
済
は
実
質
上
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
分
る
。

文
久
三
年
の
借
入
先
を
見
る
に
、
松
坂
仕
入
役
所
四
五
〇
両
、
山
購
奉
行
所
三

〇
〇
両
、
伊
勢
一
身
田
名
臼
金
六
〇
両
、
松
坂
商
人
六
八
両
等
伊
勢
関
係
が
多

一
八
○
両

の
新
規
借

入
が
見
ら

れ
る
。
そ

の
返
済
に

「
御
借
財
仕

い
が
、
そ
の
事
清
は
不
明
で
、
た
だ
こ
の
地
が
勢
州
街
道
の
要
地
で
あ
り
、
何

ら
か
の
欝
殊
関
係
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
隣
接
の
譜
代
大
壇
藩
の
一
二

五
両
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
宿
場
助
成
金
拝
借
の
一
二
〇
両
は
注
意
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
幕
府
の
宿
場
に
対
す
る
助
成
金
や
、
宿
場
自

体
の
積
立
金
を
そ
の
ま
ま
消
費
す
る
を
さ
け
、
そ
れ
を
貸
付
資
本
に
ま
わ
し
、

そ
の
利
足
を
年
々
の
宿
場
助
成
と
す
る
貸
付
金
制
度
が
あ
っ
た
。
之
に
よ
る
金

の
動
き
は
、
宿
場
が
溜
め
、
旗
本
が
借
り
、
領
内
の
村
が
返
す
形
を
と
る
が
、

旗
本
が
之
を
借
り
る
の
は
す
で
に
領
内
よ
り
搾
る
限
界
に
き
て
い
る
か
ら
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

p
そ
の
限
り
宿
場
は
利
足
さ
え
満
足
に
受
取
り
え
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

西
高
木
家
の
場
合
も
、
第
九
表
の
如
く
、
領
内
蕎
姓
よ
り
一
、
ご
＝
両
の
臣
額

を
種
々
の
名
目
で
借
り
て
お
り
、
す
で
に
そ
の
限
界
に
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ

（9）文久三国現在借用金面

金　額

　　　爾

　845

　381

　183

1，235

2，644

先入借

山田奉行所等
家中士口入
領　内　百 姓

京都名古謡等商入

　　計

種
劉
．
　
普

通

383

78

60

521

等
人
姓

所
商
否

役
　
拙
下

壌三
二
領

計

年
　
賦

50

400

200

60

710

江戸屋敷普請時郷講

参府入用金領内講

領　　内　　講

名古屋等講
　　　即

智雲1二

fi再

228

93

321

姓
他

脳内

の
計

領
そ

据
　
置

4，196計合

年賦期間は5～10年：，40年のも

ある，講年限は10～15当

る
。
特
に
前
述
の
如
く
天
保
三
年
同
家
焼
失
後
の
財
政
再
建
は

　
御
用
金
又
は
皇
后
追
々
御
参
府
等
之
二
二
付
見
立
割
等
二
而

　
も
其
人
不
呼
応
之
割
合
郷
ユ
国
国
二
丁
れ
二
才
ひ
上
程
之
春

　
も
出
来
、
又
役
前
之
者
致
他
借
致
調
達
置
旧
利
足
を
高
二
二

　
縣
働
ケ
、
甘
バ
后
…
返
何
年
カ
ニ
旧
識
…
A
ム
等
を
取
幼
膿
夫
々
及
申
四
々
：
：
：

　
掛
金
小
前
一
同
江
之
薄
し
も
引
致
庄
屋
共
任
勝
手
年
々
二
心

　
銀
も
惣
高
十
二
相
懸
、
回
外
毎
年
出
会
之
諸
雑
費
立
掛
り
不

　
知
数
桐
成
り
、
夫
故
夫
銀
将
大
二
糊
成
り
…
…
目
も
不
被
当

姿
三
者
も
不
少
御
座
候
（
明
治
二
年
歎
願
樽
）
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交代霧．合i奨濃鍛について（臼鐙）

と
あ
る
如
く
、
庄
屋
を
通
じ
て
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。

　
元
来
こ
の
地
の
村
落
統
治
の
特
色
は
、
村
役
人
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
養
老

郡
志
に
あ
る
元
禄
以
降
の
庄
難
名
に
は
、
不
正
確
な
点
が
あ
る
が
、
そ
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
十
分
5
か
が
え
る
。
ま
た
弘
化
二
年
の
「
御
直
命
之
写
」
に
よ
れ
ば
、
多
良

郷
七
力
村
に
庄
屋
組
頭
合
計
八
三
名
、
時
郷
六
実
村
に
庄
屋
二
一
名
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
も
之
を
統
轄
す
る
春
と
し
て
、
両
郷
に
そ
れ
ぞ
れ
中
小
姓
又
は
徒

士
の
兼
任
に
よ
る
代
官
が
お
か
れ
、
　
「
郷
中
非
常
調
節
は
出
勤
不
及
早
速
場
所

二
十
付
夫
々
可
塑
勤
候
」
と
さ
れ
た
。

　
先
に
よ
く
引
用
し
た
明
治
二
年
の
蕎
姓
歎
願
書
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
支
配

下
に
あ
っ
た
農
罠
が
、
十
七
力
条
に
わ
た
り
門
旧
来
之
悪
き
振
を
御
一
新
相

成
」
る
よ
う
に
と
新
設
の
笠
松
県
単
瓢
へ
出
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
幕
末

の
農
蔑
生
活
の
実
態
を
よ
く
物
語
る
と
い
え
よ
う
、
多
良
・
時
両
頭
に
て
五
、

七
九
一
石
田
二
三
（
正
保
石
高
）
、
　
こ
こ
を
領
す
る
も
の
に
高
木
三
家
を
主
と

し
て
、
薦
張
藩
、
青
木
・
鋼
所
の
黒
旗
本
領
あ
り
、
窩
所
領
が
特
に
筒
免
で
小

物
成
も
多
く
、
更
に
ま
た
無
賃
使
役
の
小
役
も
多
く
、
加
え
て
領
主
に
つ
ら
な

る
庄
屋
、
の
専
断
も
甚
し
く
、
　
「
御
一
新
」
に
な
っ
て
も
累
よ
り
の
数
度
の
「
御

触
示
扁
も
通
ぜ
ず
、
新
政
府
の
金
札
貸
下
も
達
せ
ず
し
て
そ
の
機
を
逸
す
る
な

ど
、
擬
民
困
窮
の
由
来
が
古
く
深
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　
さ
て
第
九
表
に
も
ど
り
、
尾
張
藩
よ
り
も
五
〇
両
借
入
れ
て
い
る
。
西
高
木

家
と
同
藩
と
の
関
係
は
深
く
、
天
保
末
年
ま
で
に
藁
家
の
女
に
し
て
同
藩
士
に

嫁
し
た
春
九
、
養
子
一
を
か
ぞ
え
、
特
に
九
代
新
兵
衛
篤
頁
は
、
嗣
藩
士
遠
聖

断
供
の
次
男
、
緻
は
六
代
貞
瑚
の
女
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
関
西
へ
の
前
衛
地

と
し
て
の
美
濃
国
の
重
鎮
と
し
て
の
尾
張
藩
、
美
濃
国
の
困
難
な
治
水
上
の
水

奉
行
と
し
て
の
高
木
本
家
た
る
西
高
木
家
、
こ
の
両
潟
の
関
係
は
、
幕
府
と
し

て
も
そ
の
緊
密
化
を
良
策
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
借
入
先
と
し
て
の
商
人
で
あ
る
が
、
近
在
商
人
は
、
前
述
の
小
物
成
十

一
晶
の
領
主
使
用
分
外
の
払
下
を
契
機
と
し
て
そ
の
財
政
に
関
与
し
は
じ
め
た
。

文
久
三
年
金
千
両
調
達
の
京
都
の
西
村
与
三
看
衛
門
、
　
一
五
〇
両
の
京
都
の
土

屋
作
日
並
公
衛
等
一
六
名
に
対
し
、
　
「
調
達
金
之
訳
を
以
郵
爾
向
江
御
手
当
棚
御
扶
持
方

被
下
墨
」
と
し
て
、
金
三
七
両
と
米
一
六
石
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。
一
人
扶
持
代
金
一
両
一
分
三
朱
と
定
め
、
大
和
伏
見
の
木
屋
太

兵
衛
五
人
置
美
濃
加
納
宿
西
絹
佐
助
五
人
、
京
都
の
西
村
四
入
、
大
壇
の
由
繊

善
吉
二
人
の
外
、
五
名
に
各
二
人
扶
持
代
金
が
与
え
ら
れ
、
美
濃
高
田
町
の
俵

騒
七
太
夫
に
米
六
石
四
斗
、
他
の
五
韻
に
一
石
又
は
こ
石
の
米
が
そ
れ
ぞ
れ
毎

年
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
領
内
の
百
姓
に
対
し
て
は
何
ら
の
扶
持
も
与
え

ら
れ
ず
、
却
て
先
の
第
九
表
の
据
平
価
用
金
の
形
で
、
借
入
年
よ
り
数
年
間
元

利
返
済
中
止
と
い
う
差
別
的
便
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
「
御
借
財
仕
訳
帳
」
を
通
じ
て
見
れ
ば
、
欝
い
古
さ
れ
た
こ
と
な
が
ら
、
商

業
資
本
、
高
利
貸
資
本
の
侵
蝕
に
よ
る
西
高
木
象
の
財
政
磯
之
は
、
鷹
接
の
犠

牲
潜
と
し
て
領
内
農
属
を
描
き
出
し
、
そ
れ
が
前
述
の
如
き
極
め
て
厳
格
な
支
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霞
形
跨
下
の
農
畏
な
る
を
思
え
ば
、
そ
の
第
乏
の
深
刻
さ
も
よ
く
わ
か
る
。
先

の
明
治
二
年
の
歎
願
書
に

　
時
多
良
肥
闘
鯉
岬
之
聞
女
郁
飾
撤
江
癌
駆
什
口
候
山
右
｝
兀
乖
・
次
土
寸
を
不
離
候
故
一
家
之
内
数

　
ケ
寺
江
付
届
候
様
油
糟
成
小
前
難
渋
論
考
甚
迷
惑
仕
候
夫
同
宗
二
相
成
従
来

　
之
一
寺
二
四
一
切
相
済
指
話
奉
願
上
唇

と
あ
り
、
裟
細
な
こ
と
に
見
え
な
が
ら
、
こ
こ
に
も
類
例
を
多
く
見
な
い
多
数

の
耕
役
人
に
よ
る
農
民
支
配
の
意
図
に
根
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
文
久
三
年
の
「
御
借
財
仕
訳
帳
」
と
明
治
二
年
の
「
歎
瀬
書
婦
と
の

内
容
の
関
連
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
よ
り
先
弘
化
二
年
領
主
が
多
良

嘱
目
村
の
庄
屋
組
頭
八
三
名
を
呼
出
し
、
重
職
八
名
立
会
の
下
に
直
轄
を
伝
え

る
未
曾
有
の
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
演
舌
」
に

　
今
日
御
敵
候
儀
外
之
事
ニ
ハ
無
徳
先
達
醐
御
法
度
を
背
不
法
之
儀
虚
説
論
叢

　
言
語
同
断
：
：
∵
二
候
得
共
一
瞬
勝
乎
取
直
し
方
論
義
深
く
見
定
も
有
之
強
訴

　
致
心
事
と
存
不
隠
之
事
二
幅
得
共
願
之
通
り
聞
済
置
上
ハ
公
務
井
政
務
之
外

　
諸
借
財
ハ
勿
論
勝
手
向
不
残
多
良
九
ケ
村
江
相
任
セ
瞬
間
翼
然
取
扱
可
申
候

と
あ
る
。
す
で
に
領
主
財
政
は
破
局
に
お
ち
い
り
、
そ
の
実
権
が
事
実
上
村
役

人
の
手
中
に
帰
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
今
や
財
政
再
建
の
強
訴
と
な
り
、

し
か
も
容
易
に
そ
れ
が
き
き
聴
け
ら
れ
、
領
主
も
そ
の
事
実
を
形
式
上
も
確
認

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
夏
に
「
演
舌
」
は
つ
づ
い
て

　
尤
是
迄
不
用
之
人
召
三
盛
様
一
同
存
物
数
寄
合
様
二
期
鐵
重
曹
共
全
量
ユ
無

　
之
勝
手
不
如
意
二
巴
融
通
又
ハ
夫
々
入
山
二
付
召
抱
忍
事
二
候
鍵
余
に
不
用

　
之
人
躰
候
ハ
・
正
路
可
串
嵩
候
御
糺
之
上
夫
々
取
計
可
申
候

　
（
御
蓋
命
之
写
）

と
あ
る
。
筆
述
の
「
調
達
金
之
訳
を
以
諸
向
江
御
手
当
御
忍
持
方
管
下
分
」
に

示
さ
れ
た
如
き
御
用
商
人
等
に
対
す
る
村
役
人
の
追
求
に
あ
い
、
領
主
の
金
融

面
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
高
等
政
策
の
釈
明
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か

よ
う
に
し
て
領
民
は
一
方
は
村
役
人
、
他
方
は
蕩
利
貸
資
本
の
手
を
通
じ
て
、

窮
乏
の
底
へ
と
深
く
追
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
酉
高
木
家
は
二
分
家
と
共
に
交
代
請
合
に
直
せ
ら
れ
、
そ
の
身
在
所
に
居
住

し
、
隔
年
江
戸
に
参
勤
交
代
し
、
身
分
格
式
み
な
大
名
に
准
じ
優
遇
さ
れ
た
。
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

三
〇
〇
石
の
西
嵩
木
家
は
、
旗
本
と
し
て
は
上
層
部
に
位
し
て
い
た
。
し
か
し

参
勤
交
代
の
多
大
の
失
費
、
江
戸
文
化
の
移
入
に
よ
る
生
活
向
上
は
い
た
く
財

政
を
圧
迫
し
た
。
こ
の
僻
地
立
春
に
酒
造
家
三
二
、
他
所
請
二
四
軽
の
存
在
は
、

江
戸
文
化
の
い
た
ず
ら
な
浸
潤
の
表
現
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
治
水
奉
行
と
し

て
の
嵐
張
「
川
通
御
隠
郷
」
に
は
、
衣
類
・
道
呉
類
す
べ
て
大
名
に
准
じ
た
。

治
水
本
業
に
つ
き
協
調
を
保
つ
べ
き
美
濃
郡
代
の
と
か
く
の
専
断
的
態
度
に
対

抗
す
る
上
に
も
、
ま
た
互
に
血
を
以
て
し
て
も
対
決
せ
ん
と
す
る
輪
中
農
斑
の

紛
争
に
対
処
す
る
上
に
も
、
か
か
る
添
滅
的
行
動
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
が
、

ま
た
文
久
三
年
財
政
園
難
の
折
、
し
か
も
そ
の
園
難
の
一
頭
閣
で
あ
り
、
そ
れ

故
に
こ
そ
東
高
木
家
が
岡
擁
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
家
と
し
て
の
藤
子
も

92　（764）・
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あ
り
、
美
濃
郡
代
の
手
に
渡
っ
て
久
し
い
環
颪
巡
検
の
権
眼
復
活
願
を
す
る
な

ど
、
何
れ
も
交
代
寄
含
と
し
て
准
大
名
意
識
の
表
現
と
思
わ
れ
る
。
涯
戸
時
代

を
通
じ
て
こ
の
地
に
謄
住
し
、
そ
の
所
領
も
一
ヵ
所
に
ま
と
ま
り
、
一
般
の
旗

本
領
と
は
異
り
、
大
名
領
の
如
ぎ
意
識
と
支
配
形
態
を
も
つ
て
き
た
。
し
か
し

所
領
は
小
さ
な
山
間
鍵
地
で
生
産
力
は
下
向
し
、
大
名
領
化
の
傾
向
が
元
来
貧

弱
な
領
主
財
政
の
破
綻
を
早
め
、
そ
の
支
持
基
盤
た
る
農
村
も
そ
の
限
界
に
達

し
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
領
主
財
政
を
動
か
す
に
薫
っ
た
村
役
人
層
の
詳
細

に
つ
い
て
は
他
日
の
こ
と
と
し
た
い
。

①
　
竹
中
氏
の
．
関
係
史
料
多
く
散
逸
し
て
、
ま
だ
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
な
い
。

②
　
本
文
再
は
弘
化
三
年
高
木
修
理
経
東
が
幕
府
へ
指
齢
し
た
も
の
。

③
貞
久
実
は
近
江
杉
沢
の
樋
口
氏
の
男
、
離
昇
の
嫡
男
貞
次
（
天
下
）
の
女

　
の
郵
養
子
。

④
西
高
木
家
の
初
代
を
美
濃
地
方
史
書
多
く
貞
利
と
す
る
が
、
前
出
の
「
先

　
祖
書
偏
そ
の
他
家
伝
系
譜
等
は
、
初
代
貞
政
、
二
代
薮
久
、
三
代
真
利
と
あ

　
り
、
今
は
之
に
従
う
。

⑤
前
出
「
先
祖
書
」
。

⑥
　
『
寛
敷
重
修
請
家
譜
「
闇
第
二
、
七
七
〇
翼
。

⑦
中
沢
弁
次
部
氏
『
輪
中
聚
落
地
誌
晶
一
六
頁
。

⑧
『
岐
阜
県
治
水
史
』
。

⑨
『
岐
阜
県
治
水
史
資
料
譲
文
』
第
四
冊
。

⑩
　
山
上
　
第
一
鰻
。

⑪
　
同
上
　
第
四
冊
。

動
　
『
垂
範
県
続
艶
文
笹
縁
纂
扁
噌
取
多
良
・
㌶
物
語
ば
よ
れ
ば
、
　
多
良
村
は
三

　
輪
三
人
衆
と
そ
の
従
表
た
る
罵
士
に
占
め
ら
れ
、
天
正
光
年
よ
り
多
良
山
王

　
　
一
人
名
持
貰
姓
と
呼
ぶ
名
頭
（
婦
ち
名
主
）
の
寄
合
談
含
に
よ
り
万
審
を
執

　
り
行
う
た
が
、
三
人
衆
は
信
長
に
抗
し
、
同
六
年
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い

　
う
。
こ
れ
ら
と
高
木
象
及
び
そ
の
家
臣
と
の
関
係
は
判
然
し
な
い
。
清
水
三

　
男
並
『
日
本
中
世
の
村
落
』
一
五
四
頁
、
　
門
、
養
老
郡
志
』
八
一
六
頁
。

「
⑬
門
養
老
郡
志
』
一
〇
五
三
頁
。

⑭
「
江
戸
御
騰
敷
之
内
御
払
物
品
々
附
留
帳
」
元
治
二
・
二
。

⑮
こ
の
激
減
の
理
慮
は
不
明
、
後
年
の
免
定
に
「
窪
古
汐
三
皇
無
御
座
候
」

　
と
し
て
高
一
五
〇
贋
前
後
を
記
す
数
村
が
あ
る
。

⑯
十
言
韻
と
は
、
大
麦
・
小
麦
・
稗
・
大
豆
・
小
豆
・
荏
・
胡
摩
．
懸
茶
．

　
・
真
綿
・
渋
・
綱
苧
で
、
そ
の
納
入
領
に
は
変
化
な
し
。
稗
が
最
も
多
く
三
八

　
石
余
で
、
そ
の
土
地
柄
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
茶
は
慶
安
年
問
領
主
の
奨
励

　
で
盛
と
な
り
、
享
保
年
閻
甘
露
寺
家
へ
、
更
に
豪
橋
局
よ
り
天
皇
に
献
じ
、

　
　
「
梅
の
下
風
」
の
名
を
与
え
ら
れ
た
と
繊
え
、
各
地
へ
も
売
出
し
た
特
産
品
、

　
領
主
も
茶
園
を
有
し
、
そ
の
世
話
人
に
四
斗
（
の
ち
八
斗
）
の
扶
持
米
を
与

　
え
て
い
る
。
　
冊
養
老
郡
志
』
一
〇
六
繊
頁
。

⑰
梅
の
木
は
、
時
郷
覚
上
村
に
あ
り
、
畑
荒
れ
、
農
民
迷
惑
し
、
領
主
は
米

　
　
一
斗
を
与
え
補
償
し
て
き
た
。
特
に
無
渋
纏
と
し
て
名
高
い
。
い
ま
国
指
定

　
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
。
　
「
養
老
郡
志
」
ニ
リ
六
七
頁
。

⑱
　
註
③
参
照
。

⑲
　
天
保
三
年
三
月
四
日
午
ノ
申
刻
北
高
木
家
よ
り
出
火
、
即
刻
西
高
木
家
へ

　
飛
火
、
類
焼
し
た
が
、
そ
の
醐
書
に
、
　
「
表
奥
住
居
語
不
面
付
中
間
部
屋
共
、

　
表
門
一
、
櫓
門
一
、
塀
重
門
一
、
土
蔵
｝
、
長
屋
組
、
稽
古
小
麗
一
、
観
一
、

　
通
用
路
次
五
、
惣
閥
東
北
、
下
量
敷
不
残
、
門
二
、
家
中
屋
敷
一
（
門
共
）
」
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と
あ
る
。
本
文
中
引
用
の
「
濃
州
一
行
記
」
の
門
城
郭
に
彷
彿
た
り
」
と
記

　
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
名
大
に
年
代
不
明
の
「
否
分
「
之
罰
麹
砿

　
と
の
屋
敷
大
絵
麟
あ
り
、
石
垣
と
土
塀
と
で
め
ぐ
ら
し
た
南
北
最
長
七
一
問
、

　
東
薩
同
六
一
問
の
地
に
、
建
坪
　
五
四
坪
（
一
九
四
畳
）
、
　
　
〇
三
坪
（
…

　
四
一
畳
）
、
五
｝
一
坪
（
一
三
六
畳
）
の
三
棟
（
之
が
ま
た
幾
糠
に
も
分
れ
て

　
い
た
で
あ
ろ
う
が
）
が
コ
の
ψ
申
形
に
つ
ら
な
り
、
建
坪
含
計
七
八
六
坪
（
四

　
七
一
畳
）
と
い
う
広
大
な
建
物
が
あ
る
。
以
上
の
畳
数
は
記
入
が
あ
る
が
坪

　
数
は
記
入
が
な
い
の
で
、
百
分
之
皿
と
の
縮
尺
で
割
繊
し
た
概
数
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
南
方
に
家
中
屋
敷
ニ
ケ
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
は
阻
却

　
来
と
ハ
御
建
前
も
広
ク
御
立
派
二
」
（
明
治
二
年
歎
願
害
）
な
っ
た
焼
失
後

　
の
絵
図
か
も
知
れ
な
い
。

⑳
　
撫
藤
竹
彦
氏
「
宿
助
繊
と
し
て
の
三
二
金
の
実
態
一
醗
ケ
原
宿
の
場
合
偏

　
『
岐
康
更
学
』
箱
…
＝
号
。

＠＠

『
毫
毛
郡
志
』
一
〇
五
八
頁
以
下
。

鈴
木
寿
氏
門
旗
本
領
の
構
造
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
第
二
〇
八
号
。

　
○
文
書
閲
覧
の
便
を
与
え
ら
れ
た
名
大
図
霞
館
に
感
謝
の
意
を
蓑
し
た

　
　
い
。

執
籔
者
紹
介

一朝八二黒目木新宮樋

鯉木綱 ?馴・
信直　春正＝良直善隆

夫弘充彦宏郎平吉造康

　　　　　　　　　　　　　　v　ヒ∫　　　　　　　　　　　　　ゾ　．’　　　　　　　　　　　　t．　．th．．　　　　　　　　　　　LA．　　　　　　　　　　ttv．　　　　　　　　　．vゾ．　　　　　　　　㎡Lノ　　　　　　　一　ttt　　　　　）　｝　　ド　　　．v＞曹　vNNxtv／

京
都
大
学
助
教
授

東
北
大
学
教
授

秋
田
大
学
助
教
授

鹿
児
島
大
学
助
教
授

岐
阜
大
学
教
授

広
島
朝
立
舟
入
高
校
教
諭

京
都
大
学
大
学
院
学
生

．
山
ロ
大
学
助
手

京
都
大
学
研
修
員

元
京
都
大
学
助
教
授

　
　
　
　
例
会
予
　
告

十
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

肇
舗
縢
犠
繋
　

宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

　
　
宮
崎
理
事
長
に
は
、
去
る
八
月
モ
ス
ク
ワ
で
の
第
一
　
十
五
回
東
洋

　
　
学
庸
会
議
、
つ
い
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
第
十
一
回
国
際
歴
史
学

　
　
会
議
に
繊
席
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速
に
帰
朝
報
告
を
お
瀬
し
て

　
　
お
り
ま
す
。
多
数
郷
来
会
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　縞　　　　　　　　　　　　皿
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　　　　　　　　　M　　　　　　　　A　r．　　　　　　　　t”t　　　　　　M　　　　　im　　　t．”　．．　t　　A－v　ttxtMMitへ　　　　ww　　Vv．Xrv．NVvX一

94　（766＞



On　the　word　“Rus’”　in　“the　Tale　of　the　Raid　’of　lgor”

　　　　　by

Ry6hei　Kisaki

　　Henryk　Paszl〈iewicz　is　right　when，　treating　the　problem　cencerning　the

authentlcity　of　“　the　Tale　of　the　Raid　of　lgor　”　from　a　historicai　side，　．he

says　that　the　mere　linguisti¢　analysis　of　a　work　is　not　a　decisive　proof

to　answer　such　a　question．　But　we　cannot　agree　with　him　when　he　as－

serts　that　ih　the　period　reaching　from　the　10th　to　the　13th　century　the

word　“　Rus’　”　in’　its　broad　sense　had　only　religious　meaning．　For，　in　that

period　the　word　had　not　only　the　religlous，　but　also　perhaps　the　state，

politlcal－national　rneaning．　ln　spite　of　such　a　shortcoming，　he　is　quite

right　when　he　inslsts　that　the　Tale　is　apocryphal　because　the　author　of

the　poem　endows　the　word　with　a　meaning　unknown　in　the　12th　century，

to　which　the　work　is　supposed　to　belong，　and　because　in　the　Tale　the

anomalies　are　really　too　nu孤erous．　Namely，　in　that　Tale　we　find　that

the　word　“Rus’”　has　two　meanings：　one　is　religious，　the　other　is　natio－

nal一一not　political－national，　but　ethnical－national．　Since　such　uses　coAt－

rftc　dict　one　another　and　are　anomalous，　and　since　the　ethnical－national　use

ls　not　to　be　found　in　any　of　the　hjstorical　sources　in　the　12th　century，

so　1　also　am　incllned　to　assert　that　the　Tale　was　not　written　in　that

century．

On　Kbtai－yoriai－minoshza交代寄合美濃衆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　especially　of　the　Nisltitaka8i　families酉高木家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　Yasabur6　Hioki

　　Documents　of　the　Nishitaflagi　families西高木家，　owned　by　the　Nagoya

University，　sti11　rernains　in　course　of　arrangement，　in　a　large　quantity

over　a　trucl〈一load．

　　Also　the　house　in　Kamiishizu－mura，　y6プ6－8κπ，　Gゴ〆初一ken　IU支阜県養老糧～」二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　834　）



石津村still　owns　many　important　documents，　whlch　should　be　syntheti－

cally　investigated　to　some　future　occasion．　Having　ftc　chance　to　see　a

part　Qf　£he　documents，　1　tried　here　to　outline　it．

The　Peasant　Structure　in伽αδoア忽6今堀郷and　the

　　　Enrツalewfi　Temple延暦寺in　the　Middle　Ages

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　Masahiro　Kurokawa

　　This　area，　known　as　a　representative　type　of　communities，　or　S6惣，　in

the　middle　ages，　remained　keeping　the　tax－bool〈　and　land－tax　records　in　the

lmabori　Shinto　Shrine今堀日吉神社，　on　examination　of　which．the　char－

acter　of　recorded　peasants　changed　about　the　turnlng　point　of　the　fifteenth

century；besides　Shose　who　were　fixαmurai地響，脚6s伽名主，　shinfean

ge’ii’1　1’　ani　d　priest　as　usuac　1　members，　another　peasants　of　different　character

appeared　to　be　persons　of　direct　responsibility　for　tax－paying．　This

shows　the　tr’?ｎｄ　of　peasant　lndepending　to　this　change，　through　the

change　of　the　writing　method　in　the　land－bool〈s，　the　manorial　lord　ffieizan

比叡山tried　to　keep　the　survival　of　the　2吻6名system，　by　establishing

the　existence　of　T∂mN6shzt当名主kind　in　the　E2zηα勲ヴ2　Temple，　which

denotes　a　gradual　feudalization　from　the　upper．　The　producing　structure

ln　itself，　however，　cannot　be　supposed　of　especially　splendid　M〈lad－exis－

tence　；　in　spite　of　some　class　difference，　lil〈e　distinction　between　‘　Taifee’

大家and‘5防ん〆小家and　the　existence　of　Toshiptorislu2年寄衆，　we　can

recognize　the　very　fact　that　the　personal　relations　of　peasE　nts　each　other

were　comparatively　flat，　and　village　cOmmunlties　had　a　peasant　constitu－

tion．

A　Pyoblem　of　the　Landlord　System　in

　　　　　　　　the　French　Revolution

　　　　　　　by

Haruhiko　Hattori

It　is　natural　that　the fundamental　problem　of　civil　revolutions　lies　in

　　　　　　　　（833）


